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平成２３年１０月２４・２５日、遊行７４代他阿真円 上 人猊下の御親
た あ しんえんしようにんげい か

教を頂くに当たって、より理解を深めて頂くためにこの冊子を制作致しま

す。

前回の御親教は、遊行７２代他阿一心上人猊下によるもので、昭和６０
ごしんきよう いつしん

年１０月５・６日に、青蓮寺としては実に６０年ぶりにお上人様をお迎え

することができました。今回は２６年ぶりの御親教となります。月日の経
た

つ早さを感じるものです。２６年というと、世代交代もだいぶ進んでしま

い、前回の御親教についてご存知の方も大分少なくなってしまったと思い

ますし、記憶も薄れてしまったとも考えられます。
うす

去る３月１１日、東日本を襲った大震災はマグニチュード９というとて

つもなく巨大なものでありました。発生した津波も記録にない強烈なもの

で太平洋沿岸地域に甚大な災害をもたらしました。また、考えても見なか
じんだい

った程数多くの尊い命が失われたことにも強い衝撃を受けることになりま
とうと しようげき

した。殉難横死者のみなさんのご冥福をひたすらお祈りするばかりであり
じゆんなんおうししや めいふく

ます。

青蓮寺でも本堂の壁が落ちるなど、若干の被害がありました。お檀家の

みなさんの中にも、屋根の瓦が落ちるなどの被害が有ったことをお聞きし

ましたが、怪我をされた方はいらっしゃらないようで安堵したところであ
け が あ ん ど

ります。

追い打ちをかけるかのように福島県の原子力発電所の事故、未だ混乱が

収まらない中でありますが、私たちには改めて『生きることの意義』につ

いて深く考えるきっかけになったことだと思います。

世間には物があふれ、贅沢の限りを尽くした生活を私たちは享受してま
ぜいたく きようじゆ

いりました。そのことをたった３時間程の停電が数回実施されただけで思

い知らされたのです。私たちが当たり前のことと思っていたものが、実は

当たり前でなかったのだと思い知らされた訳であります。

今、私たちは一遍上人のお念仏の教えのもとで生かさせて頂いています。

このかけがいのない命には限りがあることも承知しなくてはなりません。

どうしたらもっともっと充実した人生を歩むことが出来るのか、皆様に感

じて頂きたい一大行事であります。
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【１】御親教とは
ご し ん き よ う

時宗の宗祖一遍上人は念仏の悟りを得られてから亡くなるまで、ひたす
さと

らに念仏勧進の旅を続けられました。旅の途中、ここに止まって欲しいと
ねんぶつかんじん とど

いう要請も度々あったことでありましょう。立派な寺を建ててお迎えした

いと強くお願いをされたこともたくさんあったと思います。しかし、一遍

上人は一所不住の旅を貫き通されたので、遊行聖と呼ばれました。
いつしよふじゆう つらぬ ゆぎようひじり

その法灯（おしえ）を相続（うけつぐ）された代々の上人は、一遍上人
ほうとう そうぞく

に習い念仏勧進の旅をされましたので、遊行上人と呼ばれるようになりま
なら ねんぶつかんじん

す。行く先々でお念仏のお札をくばること（賦算）も、一遍上人以来の習
ふ ざ ん

わしとなっています。

世の中の仕組みが変わってしまった今日でもこの精神は受け継がれてい

ます。しかしながら、全国どこにでも勝手に旅してゆく訳にもまいりませ

ん。そこで各地にある時宗のお寺にお上人様自らお出かけになるようにな

りました。これを『御親教』と言います。

青蓮寺に前回お越し下さったのは遊行７２代一心上人で、昭和６０年の

１０月でしたから、実に２６年ぶりのことになります。

御親教では、普段は本山に行かなくては受けることが出来ないご回向な

どを受けることが出来ます。

主なものとしては

①授戒会
じゆかいえ

お坊さんになる時、時宗では伝宗伝戒加行というものを受けなくてはな
でんしゆうでんかいけぎよう

りません。そこで、時宗のお坊さんとして必要な教えやお経・儀式の基礎

が指導され、この加行を無事に修了した人だけが正式なお坊さんになるこ

とを許されます。加行以外にもいくつかの条件を満たさなくてはなりませ

んが、必須条件であります。

同じように、正式に時宗の信者として認められるために受けるものが、

授戒会になります。この授戒会をお受けいただきますと、お坊さんと同じ

ように戒名（２文字）と、男性には阿号、女性には弌号が授けられます。
あごう いちごう

青蓮寺では、お通夜の時にはお位牌を置きません。それは没後授戒と言い
もつごじゆかい

まして、故人に授戒を受けて頂いている最中であるとの考えによります。
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引導をお渡しして授戒が成立しますので、そこで戒名をお授けさせて頂く
さず

のです。

ですから、授戒を受けて頂いた方が亡くなった場合には、最初から戒名

で御回向をすることが出来ますし、一遍上人の教えのもとで生活させて頂

くという自覚を持って、より充実した人生を歩んで頂けることと思います。

②因縁血脈
いんねんけちみやく

授戒の中の一部分なのですが、２５００年前のお釈迦様から今日まで沢

山の方々の尽力のお陰でその教えが今の私達に伝えられました。
じんりよく

お釈迦様・・大乗仏教の教えを確立された龍樹菩薩・・中国で浄土の教
りゆうじゆぼさつ

えを高められた善導大師・・日本で浄土宗を開かれた法然上人・・西山浄
ぜんどうだいし ほうねんしようにん

土宗を開かれた證空上人・・一遍上人の師匠である聖達上人をはじめとし
しようくうしようにん しようたつしようにん

て沢山の高僧を経て一遍上人へ、そして代々の遊行上人へと受け継がれた
へ つ

教えに今私達は仏弟子として触れることがかなったのです。そのことを自
ふ

覚し感謝申し上げるものです。

③過去帳入り
か こ ち よ う い り

なんども申し上げてきましたが、一遍上人以来、代々のお上人様は念仏

勧進の旅（遊行）をすることを旨としてまいりました。この旅の中にあっ
むね

ても、常に過去帳を携えています。この過去帳のことをお手元過去帳と言
たずさ て も と

って、常にお上人様のおそばでお上人様のご供養にあずかることがかない

ます。この過去帳に記入して頂くことを過去帳入りと申します。

④そのほかの御回向

法要の際に合わせて御回向をして頂くのが付け回向、お施餓鬼の供養こ
つ

れらは地方の各寺院（末寺）でも行われていますから特別な御回向ではあ
まつ じ

りません。しかしお上人様自らが導師となられるとなると簡単にはいきま

せん。本山まで出向いてお願いをしなくてはならないことであります。こ

れでは誰もが実現できるとは限りません。

御親教でお上人様が直々にお越しになって、初めて誰もがお上人様を導

師としての御回向に預かれることになります。
あず

⑤その他には、檀信徒特請（檀信徒の方が自宅にお上人様をお招きするこ
とくしよう

と）やお名号などを御染筆して頂くことなどがあります。
ごせんぴつ
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【２】時宗の総本山『遊行寺』
ゆ ぎ よ う じ

お正月の箱根駅伝をテレビでみなさんはご覧になっていることだと思い
らん

ます。藤沢市に『心臓破りの遊行寺坂』がありますよね。特に復路、戸塚
しんぞうやぶ

中継所を目前にした急な坂道で、勝負の分かれ目になる場所として有名で

す。この遊行寺坂があるところに総本山遊行寺があります。

遊行寺は４代呑海上人が、ご自身の隠居寺として建立したお寺なのです
どんかい いんきよでら こんりゆう

が、それ以降時宗の活動拠点となりました。遊行上人が居るお寺というこ
い

とで『遊行寺』と呼ばれ藤沢市民のみなさんに親しまれていますが、本当

は『清浄光寺』と言います。
しようじようこうじ

江戸時代、藤沢は東海道の宿場町として、遊行寺の門前町として栄えま

した。また、遊行寺の坂を下ったところから江ノ島に向かう道があり、交

通の要所でもありました。

有名な浮世絵・安藤広重の東海道五十三次、『藤沢宿』の場面には遊行

寺の本堂と江ノ島が描かれています。また、江ノ島神社の一の鳥居の礎石
そせ き

は、遊行寺宝物館の入り口に置かれていて、往時を偲ぶことが出来ます。
しの

遊行寺の境内には樹齢７００年を超えると

いわれる大銀杏が本堂の前にそびえ立ってい
おおいちよう

ます。もう３０年以上経つのですが、台風の

大風で上三分の二が折れてしまいました。今
お

はすっかり回復して遊行寺の象徴としての存

在感を醸し出しています。
かも

・遊行寺の主な見所 怨親平等の碑

①歴代上人御廟所
ごびようしよ

歴代の遊行上人のお墓の多くが、本堂の裏手の御

廟所で木々に守られ静かに佇んでいます。
たたず

②怨親平等の碑（敵御方供養塔）
おんじんびようどう てきみかたくようとう

上杉禅秀の乱のあと、遊行１４代太空上人は敵味
うえすぎぜんしゆう らん たいくう

方の区別なく負傷者を手当てすると共に戦死者を葬

りました。日本最古の敵味方供養塔であり、時宗の

博愛精神を表すものとして国史跡に指定されています。
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③俣野権現
またのごんげん

遊行４代呑海上人の実兄といわれ、遊行寺建立に際して大檀越となった
だいだんえつ

俣野五郎景平を祀るものです。
またのごろうかげひら まつ

④宇賀神（弁財天）
う が じ ん べんざいてん

徳川氏の祖、徳阿弥が所持していた
そ と く あ み

守り本尊と伝えられています。社殿は

紀州徳川家が寄進、その後社殿再建に

あったては費用を徳川幕府が寄進して

います。遊行寺の銭洗い弁天として藤
ぜにあら

沢市民に親しまれています。歴代上人

の御廟所に隣接していて、清らかな水が絶えることなく湧き出ています。
わ

⑤宝物館

文化財にも指定される数多くの遊行寺所蔵の宝物が納められ、展示もさ

れています。

・遊行寺の主な行事・法要

①春の開山忌（４月２１～２４日）
かいさんき

遊行寺を開山した呑海上人の法要が行われます。

②秋の開山忌（９月２１～２４日）宗祖一遍上人の法要が行われます。

③歳末別時念仏会（11月 18～ 28日） 別時念仏会では歴代上人のお名号が本尊

さいまつべつじねんぶつえ

１１月２７日の一ッ火は、全山
ひ と つ び

の明かりが消された漆黒の本堂
しつこく

で、火打ち石により新たな火がと

もされます。１回しか火打ち石を

打つことが許されないことから一

ッ火と呼ばれ、多くの参拝者が本

堂を埋め尽くします。
う つ

２７日の夜の一ッ火と２８日の

大御台の式のみが公開されます。本来は名前の通り大晦日から元旦にかけ
おおおんだい しき おおみそか

ての行事でありました。
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④薄念仏会（９月１５日）
すすきねんぶつえ

奥州江刺（北上市）に聖塚と呼ばれている場所があります。流罪になり
おうしゆうえさし ひじりづか る ざ い

異郷で果てた祖父河野通信公のお墓で、一遍上人と同行の時衆（弟子）が
いきよう は こうのみちのぶこう

その周りを、念仏行道して供養した古事によるとされています。国宝『一
まわ ねんぶつぎようどう こ じ

遍聖絵』にもその場面が描かれていて、塚の上には穂を出したススキを見
えが つか ほ

る事が出来ます。

大きな花瓶にススキと笹名号と呼ばれるお名号をかけた笹竹を活け、そ
ささみようごう い

の周りを回りながらお念仏を称えます。

藤沢･江ノ島･鎌倉方面にお出かけの際には是非本山にもお参りください。

【３】時宗の宗祖『一遍上人』

一遍上人は鎌倉時代の末、延応元年(1239)
えんおう

に今の愛媛県松山市道後で、瀬戸内海を拠点
きよてん

とする豪族であった河野通広公の嫡男として
ごうぞく かわのみちひろこう ちやくなん

生まれました。

祖父通信公は、壇ノ浦の合戦で平家滅亡の中
だ ん の う ら かつせん へいけめつぼう

心的な活躍をし、鎌倉幕府で３番目の地位を

獲得したのですがその後の承久の乱で失脚し
じようきゆう らん しつきやく

てしまい、一遍上人が生まれる頃には一地方

の落ちぶれた豪族となっていました。

１０歳の時母に死なれ、１３歳の時に父通

広公の命により親交のあった九州太宰府の浄土宗西山派の聖達上人の下で
めい だ ざ い ふ せいざんは しようたつ もと

出家し、華台上人の下で１年間仏教の基礎を、その後聖達上人の元に戻り
しゆつけ け だ い

浄土宗西山派の教義を学びます。父通広公は西山派の祖證空上人の下で聖
きようぎ しようくう

達上人と共に修行をした間柄で、如仏と名乗り半僧半俗の生活をしていま
によぶつ はんそうはんぞく

した。

２５歳の時、父通広公が亡くなり家督を継ぐために還俗をします。半僧
か と く つ げんぞく

半俗の生活は１３歳で仏門に入った青年にとって、極めて悩み多いもので
きわ なや

あったようです。
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２９歳の時、全てを捨てて修行の道に戻ってしまいます。その後３５歳
すべ す

の時、郷里を出て遊行の旅がはじまります。大阪の四天王寺で参籠された
さんろう

時に念仏の算（札）を作り、道行く人たちにくばり念仏勧進をしながらの
ふだ かんじん

旅となります。時宗ではこの時点を第一の悟りとしています。
さと

一遍上人は、四天王寺から和歌山県の高野山を参拝し、熊野へと旅は進

みます。当時熊野は極楽浄土の入り口として信仰を集めていた聖地です。

人々は熊野古道をたどり、沿道に設けられた９９の王子と呼ばれる社にお
く ま の こ ど う えんどう もう やしろ

参りをしながら参詣の旅をしたと言います。１００番目が熊野神社で、当
まい

時としては大変な巡礼の旅でありました。
じゆんれい

いよいよ道は険しくなり、熊野神社に近づく中で１人の僧に出会います。
けわ

一遍上人は「一念の信心を起こして南無阿弥陀仏と称えてこの念仏の札を

お受けなさい。」そう言って渡そうとしたところ、この僧は「今は一念の

信心がおきません、それなのに受け取れば嘘をつくことになってしまいま
うそ

す。」と言って受け取ろうとしません。

そこで「仏の教えを信じる心がないのですか？有るならどうしてお受け

にならと言うことがありましょう。」とその僧に尋ねます。「仏の教えや
たず

経文を疑う訳ではないが、信心の起きないことはどうにもなりません。」

２人の論争がはじまってしまいます。そのうちに、周りには人だかりが出
ろんそう

来てしまいました。一遍上人は、この僧がお札を受け取ってくれないと、

周りに集まってきた人たちは誰も受け取ってくれなくなると、きっとあせ

ったのでしょう、「信心が起きなくてもお受けなさい。」と、強引に念仏

のお札を渡されます。この僧が受け取ったので周りの人々にも受け取って

もらえ、事なきを得たのですが迷いが生まれてしまいます。いつしかその
こと え

僧の姿は消えてしまったとも伝えられています。

迷った一遍上人は、本地が阿弥陀様と信じられていた熊野神社の 証誠
しようじよう

殿に籠もり祈りを捧げられます。いつしかうとうととなった時、白髪の山
でん こ ささ やま

伏が３００人程の山伏を連れて現れ「融通念仏を勧められる聖よ、あなた
ぶし ゆうずうねんぶつ すす ひじり

の勧める念仏は間違っていますよ。あなたが勧める念仏で人々が極楽往生
すす

する訳ではありません。人々の極楽往生は、十劫という遠い昔に法蔵菩薩
じゆつこう ほうぞうぼさつ

が大変な修行をなされた結果、阿弥陀仏になられた。その時既に一切の人
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々が極楽往生することが約束されているのです。ですから信心があるとか

身分が高い低いとか関係なくその札を配りなさい。」と教示されました。
きようじ

これ以降、一遍上人は迷うことなく５０歳でなくなるまでお

念仏の札を配られることになります。この出来事を第二の悟り

とし、時宗では立教開宗とされています。また中世、時宗の念
りつきようかいしゆう ちゆうせい

仏は『神勅念仏』と称されました。
しんちよくねんぶつ

一遍上人は『踊り念仏』をされたことでも知られています。
おど

弘安二年(1279)信州善光寺に詣でた後、佐久の伴野というとこ
もう さ く と も の

ろで歳末別時念仏会をされている時にはじめて紫雲が立ちます。
さいまつ し う ん た

人々は喜びのあまりお念仏を称えながら踊り出してしまいまし

た。それ以降時宗の行儀になったとされています。今では、僧
ぎようぎ

侶のするものを『踊躍念仏』と言い、信者さんがされるのを『踊
ゆやくねんぶつ

り念仏』と別々になってしまいましたが、もとは同じものであ

ります。この『踊り念仏』が、後に『盆踊り』になったと考えられていま
ぼんおど

す。日本人になじみ深い『盆踊り』が一遍上人を起源とするものであった

とは驚きですね。

一遍上人の教えに『捨ててこそ』があります。私たちは様々な執着を持
す しゆうじやく

っていますが、つまらないことにしがみついているのではたった一度しか

ない大切な人生を見失ってしまうことにもなりかねません。いらぬ欲望は、

我が心を苦しめるだけです。

我が身を損なうあらゆるものを捨て去りなさい。極楽往生を願うことも、
そこ

地獄に墜ちたくないという思いも、阿弥陀様に全ておまかせすればよいの
お

だという教えであります。

＊このお念仏のお札をくばることが出来るのは遊行上人に限られていま

す。

（例外として、お上人様から直接御賦算をするようにと依頼されて御院代
ごいんだい

様（次期お上人になる方で、選挙で選ばれます）がなされる場合がありま

す。）御親教の際には、法要の終了後などにお上人様から直接一人一人に

渡して下さいます。表紙の写真は、本山遊行寺の本堂で行われた御賦算の
ご ふ ざ ん

写真です。
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このお札は、一遍上人以来代々の遊行上人により一枚一枚木版から刷り
もくはん す

出されます。１００枚ずつ紙縒りでまとめられていて、毎日何枚配られた
こ よ り くば

かが記録されます。

一遍上人は１６年間の間に２５１ ,７２４人の人々に配られたと『一遍

聖絵』に示されています。代々の遊行上人の配られた数も集計、記録され

ています。

『南無阿弥陀仏・決定往生六十万人』と刷られています。『六十万人』
けつじようおうじようろくじゆうまんにん

とは、一遍上人が悟りの境地を示された４句の偈文の頭文字とされていま
げ も ん

す。また、全ての人にくばるとしても、区切りが必要であるからとも言わ

れています。

せっかくの機会ですから、青蓮寺に対しての理解を深めてください。

【１】青蓮寺の沿革 青蓮寺は桜の名所です。

青蓮寺は、天正３年(1575)桐生氏を滅ぼ

した由良成繁により現在地に建立された
ゆ ら な り し げ

寺です。伝えによれば、新田郡岩松郷（現
につたぐんいわまつごう

在の太田市尾島）にあった岩松青蓮寺を
お じ ま

解体移築したものと言われていますが、
かいたいい ちく

青蓮寺の名前だけを持ってきたようです。

（一部は移築として移されたかも知れないが詳細は不明。なお、青蓮寺の

本堂の柱は安土桃山期の特徴を残すものであると言われており、移築より
あ づ ち も も や ま き

はむしろ新築に近いものと想像されます。）

岩松青蓮寺は、新田家ゆかりの寺で、寺そのものが新田の正統を表すも
せいとう

のであったと考えられます。

岩松青蓮寺は、新田義重の父源 義 国開基とされていますが、実際の開
につたよししげ みなもとよしくに か い き

基は鎌倉時代末、６代後の子孫である岩松政経で弘安元年(1278)頃ではな
まさつね

いかと言われています。（岩松青蓮寺縁起より抜粋：八幡太郎義家の３男、
はちまんたろうよしいえ

義国 後に仏門に帰し義国院と称す。その後新田義重の玄孫 岩松時兼
よしくに ぎ こくいん にったよししげ いわまつときかね

嘉禄２年岩松郷の地頭職に任せられ、その孫新田政経 岩松の館に住し義
じとうしよく にん にったまさつね やかた
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国の法灯を伝承し、岩松郷に一宇の伽藍を建立し、岩松山義国院青蓮寺と
い ち う が ら ん

いう。建治年間(1275)僧一遍上人東国に法を弘むるの際 上人に帰依し、
き え

時宗に入る。…… 国宝『一遍聖絵』には、一遍上人は弘安２年冬に信州
こうあん

佐久に、その後下野国小野寺（夕立の記述）、白河の関と順に描かれてい
お の で ら ゆうだち しらかわ せき

て弘安３年(1280)に岩松の地を通過した可能性が高いので、岩松青蓮寺縁

起の記述は、ほぼ正確ではないかと考えられる。）

新田郡岩松郷にあっては、長楽寺と並び立つ由緒寺院であった青蓮寺は、
ちょうらくじ

新田家、またその先祖である源氏の正統を示す寺として代々子孫に大切に

守られてきたことが 窺 えます。
うかが

由良成繁の時代、既に新田氏も足利氏も衰退しており、由良成繁が「自
すいたい

分こそが源氏の、新田の正統である」と誇示するための寺でありました。
こ じ

そのためには、寺の名称は「青蓮寺」でなくてはならなかったのではない

かとも推測されるのです。
すいそく

その後、天正１８年(1590)に豊臣秀吉の北条攻めがあり、関東武士とし
ほうじようぜ

て当然北条方に荷担した由良氏は、慶長３年(1598)、牛久へと国替えにな
か た ん けいちょう う し く く に が

り、その時点で青蓮寺は外護者を失い、放置されるに至ります。
げ ご し ゃ

その後青蓮寺は、由良氏の残された家臣の一部によりかろうじて保たれ、

現在に至ります。牛久に国替えになった由良氏にとっては、もはや一族の

象徴としての青蓮寺は意味をなさなくなったのでありましょう。

歴史のいたずらにより、桐生に時宗の寺院が開山され、歴史のいたずら

でこの地に残された。そんなことをも今に伝える寺でもあります。

【２】青蓮寺の本尊様について

平成１９年３月１６日に開催された国の文化審議会は、文部科学大臣に

対して、青蓮寺の本尊様「銅造阿弥陀如来及両脇侍立像」（善光寺三尊仏）
どうぞうあみだにょらいおよびりょうきょうじりゅうぞう

を国の重要文化財に指定するように答申しました。

伝記によれば、源頼義が融通念仏を信仰してこの仏を守り本尊とし、そ
みなもとよりよし ゆうずうねんぶつ

の後八幡太郎義家の三男義国に伝えて代々守り本尊とした。その後、新田
に っ た

義重に伝えてから代々の新田氏守り本尊となり青蓮寺に伝えられたと言い
よししげ

ます。すなわち、この善光寺三尊仏を守り本尊とするものが源氏の、新田
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氏の正統である証となります。
あかし

中尊阿弥陀如来は台座共で４４．６㎝、脇侍は向かって右が観音菩薩、
ちゅうそんあみだにょらい きょうじ

左が勢至菩薩で、それぞれ３３．２㎝・３３．３㎝です。
せ い し

先ず本尊様の信仰の流れについて説明いたします。平安時代の末から鎌

倉時代にかけて、世の中が大変乱れるようになりました。時を同じくして

末法思想も起こってきます。そんな、明日をも知れぬ中で人々は三国伝来
まっぽうしそう さんごくでんらい

とされる善光寺の阿弥陀様に救いを求めました。善光寺信仰と言われるも

ので、沢山の人々が善光寺に参詣しようと押しかけたわけです。「牛に引
さんけい

かれて善光寺参り」等の説話も生まれています。

とは言うものの、誰もが善光寺にお参りできるわけではありません。お

参りできない人々の方が圧倒的に多かったことでしょう。何とか善光寺に

お参りしたい、そんな人々の願いの中で、「新善光寺」と称する寺が全国、

あちらこちらに建立されるようになります。

同様に、善光寺の本尊様と同じ様式の仏様も多数造られたのです。この
ようしき

仏様のことを善光寺三尊と称します。青蓮寺の本尊様も、その流れの中で
ぜんこうじさんぞん

造られた仏様であります。

時宗は宗祖一遍上人が、修行中に、また悟りを開かれた後に善光寺を参

拝され、善光寺の本尊様を篤く敬いました。ですから、時宗の寺々の中に
あつ うやま

は、新善光寺と称される寺が、また本尊様は阿弥陀三尊の形式が多く見ら

れれます。当然善光寺三尊そのものを本尊とする寺もあります。青蓮寺も

その一つであります。

ですから、建治年間(1275)僧一遍上人東国に法を弘むるの際 上人に帰

依し、時宗に入る。……とあります岩松山縁起と併せ推測すると、そのこ

ろ造られた仏様である可能性が高いと考えられます。

その仏様を、代々大切に守り伝え、源氏の、新田氏の、岩松氏の正統と

しての象徴に位置づけたのではないでしょうか。本来岩松青蓮寺にまつら

れてきた仏様なのか、また江戸時代、天明年間に書かれた古文書にその名

が記されている安養寺の本尊であったのか。または、代々の当主が身近に

置いて日々手を合わせていたのか。後日の研究を見守りたいと思います。

指定の理由としては、
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各鋳銅製鍍金。鎌倉時代に流行したいわゆる善光寺式阿弥陀三尊像の一
ちゅうどうせいときん

例である。

鎌倉時代金銅仏の中で、鋳上がりの見事さ、別に鋳造した部位を取付け
こんどうぶつ い あ ちゅうぞう ぶ い

る技法を多用する手の込んだ作技など、技法的にもっとも高水準の作品で

あり、またその彫刻としてのできばえも鎌倉中期の作品として優れた部類

に属する。 とあります。

また、善光寺三尊としては極めて精巧な造りであり、木彫を感じさせる

ような優美さがその特徴であることから、とても姿が美しく優れた仏様で

あると、研究者の中では良く知られておりました。そして、青蓮寺の歴史

を研究された方々からは「この場所で失われずに残ったことは奇跡に近い」

とまで言われています。

主を失った仏様でありましたが、今日まで沢山の方々の思いが込められ

守られてきた仏様であります。素晴らしい先人に恵まれたことに、心から

感謝したい思いであります。

【３】御前立ち阿弥陀如来由来
お ま え だ

平成７年秋、御前立ち（阿弥陀仏立像）の解体

修理をしたところ、体内から古文書が二つ発見さ

れました。それまで御前立ちの由来は全く不明で

ありましたが、この体内文書により詳しいことが

判りました。体内文書は写真に撮影した後、新た

に住職の文書を加え再度阿弥陀様の体内に納めら

れて、次の修理があるまでの間永い眠りに就いて

います。

この阿弥陀様は、寛永１２年(1635)に江戸浅草
かんえい

の浄土宗正覚寺二代住職でありました栄感上人が、近在の多くの人々の寄
しょうかくじ えいかん

進を受けて、仏師運慶の末流・鎌倉の仏師宗意により造られたことが明ら
うんけい

かとなりました。

その後この阿弥陀様は火災に遭い傷んでしまいましたので、寺の蔵にし

まわれてしまいます。（江戸は何度も大火に見舞われており、その後も火
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災に見舞われているようです。）

正覚寺の九代住職となられた念徹上人は、たまたま新宿村、福田家の出
ねんてつ

身でありました。（現在の桐生市新宿で、福田家も存続しています。）

自分の生まれ故郷に近い久方村にある青蓮寺の話がその耳に届いたので

す。「檀家わずかに１５軒の貧乏寺があり、やっとの思いで本堂を大改修

した。しかし本尊様が秘仏のため本堂に入ってもがらんとした空間だけで
ひぶつ

拝む仏様もないと檀家が嘆いているという。自分としてはこの話を聞いて
おが なげ

身が切られるような思いである。それならばと、蔵に入っていた阿弥陀様

を修理して青蓮寺に納め、８５歳で亡くなったお母さんの供養にしよう。

文書と、お母さんの遺髪、形見の念珠が体内に納められています。

正覚寺九代住職念徹上人の手により書かれた文書は享保８年(1723)に書
きょうほ

かれたものであり、当時の青蓮寺の困窮した状態や、桐生の福田家の出身
こんきゅう

であること、両親の戒名等も書かれています。その時の青蓮寺は十二代住

職含雪和尚でありました。
がんせつ

時宗の寺になぜ浄土宗のお坊さんの立派なお位牌があるのか、これは長

いこと大きな謎でありましたが、この文書により謎が解けました。青蓮寺

にとっては、大恩人であります念徹上人のお位牌が今日まで大切にまつら

れています。

また、本尊様は江戸時代中期、既に秘仏であったことも分かりました。

【４】欄間彫刻並びに須弥壇
ら ん ま ち ょ う こ く し ゅ み だ ん

青蓮寺は大変な貧乏寺でありました。こ

れは明治まで続きます。そのためでしょう、

寺には住職が不在の期間が多くあったよう

です。（無住寺）

ある時などは、流行病のための隔離場所に
はやりやまい か く り

もなっていたようです。ですから文書類は

ほとんど失われていて寺にはありません。

そんな寺に不釣り合いとも言えるのが、欄間彫刻と総ケヤキ造須弥壇で

す。写真は龍の一木彫り、迫力満点です。
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欄間の彫刻には『延享元歳(1744)甲子九月吉日 東上州 花輪村
えんきょうがんねん

彫物師 石原吟八郎義武 彫之』と銘文があります。内陣、下陣の内側に
いしはらぎんはちろうよしたけ ないじん げ じ ん

ある彫刻類は同時期の作ではないかと考えられています。下陣外側にある

菊水を模した欄間の彫刻はちょっと違う感じがしますが銘はありません。
も めい

須弥壇には『武蔵国妻沼町大工 林 兵庫 門弟作 小林武助 内田清
むさしのくにめぬままち

八 四月朔日丈八 今村勘六 内田惣助 源内 延享二乙丑天八月吉祥日

当山十三世但阿良山代』と銘文があり、近在の一連の彫刻群の中でも古い

ものであります。共に大変素晴らしい彫刻で、驚かれる方が多いようです。

さて、青蓮寺は檀家十五軒ほどの貧乏寺と書きましたが、ここで桐生の

経済についてお話しします。

お前立ちの阿弥陀様が青蓮寺に来られたのは、体内文書から享保８年
きょうほ

(1723)の頃に間違いがありません。そのころは本当に貧乏寺であることに

疑う余地はないようです。しかし、それからわずか二十年も経つと、今度

は一度に欄間の彫刻と、「こんな須弥壇が日本にもあったのですか。」と

修理の時に職人を驚かし、言わせた須弥壇の普請をやってしまいます。ど
ふ し ん

う考えても、大改修間もない本堂をまたいじる。本堂一つ建てるぐらいの

費用は必要なはずです。

実はこの時、桐生は空前のバブル景気に湧いていたのです。機場の経済
わ は た ば

は浮き沈みが激しいようです。これが今日まで桐生の気質になっているよ

うに思えてなりません。儲かったときにはとてつもないことをしてのける
もう

が、バブルがはじけてしまえばそこで途切れてしまいます。

そしてまたバブル。またそこでとてつもないことをしてと、継続性に乏

しいのです。こんな一面が青蓮寺の彫刻群からも読みとれるようです。

彫り師石原吟八郎義武は、当時名人と言われ、彫り師集団の頭領でした

から、通常では直接手がけることはいくらお金を積まれたとしても考えら

れないので、特別な配慮があったのではないかという研究家もいます。

当時、青蓮寺は新田義貞公の菩提寺であると称していたようです。この

ことは、お前立ちである阿弥陀様の胎内文書に『新田義貞将軍の菩提寺で

ある』と書かれています。その先祖の菩提寺と言うよりも都合が良かった

のでしょうね。
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【５】永代供養墓苑『アユスの郷』

お墓を守るべき人がいない、このままでは無縁に
むえん

なってしまう。そんな状況下にある方にとっては、

ご自身の没後のことは切実な問題です。『墓も戒名も
ぼ つ ご

要らない、まして葬式などもってのほか。』という方

で有れば心配することもないでしょうが、現実には

そうは割り切れるものではないのが本音ではないで

しょうか。自分がこの世に生きた証として、また終
あかし つい

の棲家としてのこころ安らぐ場所を得たい。しかし
すみ か やす え

永代供養にかかる費用など、問題も多くあります。

これらの問題をクリアし、しかも一人一人の・夫婦の・家族のお墓を確

実に残す画期的な永代供養墓苑を開設しました。男性にはお地蔵様、女性
ぼ え ん

には観音様、ご夫婦には道祖神型、家族には阿弥陀様型の石仏を用意し、

極めて安価でもって末永くお祀りしようとするものです。
まつ

永代供養墓苑入会志納金は、現時点で個人型２８万円・夫婦型５４万円

・家族型７０万円で受け付けています。（今後石仏制作費の上昇等の状況

に応じて変更させていただくようになります。）遺骨は一部をインドで制

作したオリジナル舎利容器に納め石仏の台座内に、他はアショカピラーに
し や り よ う き おさ

合葬という形式になります。

アショカピラーの前にはクリシュナという霊石に彫られた仏足石と、イ

ンド仏跡のお砂踏みが設置されていて、お釈迦様を感じるインドゾーンと

なっています。今風に言えばパワースポットということが出来ましょう。

【６】インド仏跡への散骨供養
ぶ つ せ き

永代供養墓苑アユスの郷を建設するにあたり、お釈迦様の、仏教の故郷

であるインドにとことんこだわりました。インドの国章であるアショカピ

ラー、大理石製の舎利容器、インドの聖地お砂踏み等々・・・

その結果、供養の一つのあり方としての散骨を提案しています。故人の

遺骨の一部をお釈迦様の聖地（ガンジス川と尼蓮禅河を推奨）に散骨しよ
に れ ん ぜ ん が

うとするものです。
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【７】ペット供養

可愛がっていたペットが死んだら、是非ペットの

お墓に葬ってあげることをお勧めいたします。また、
ほうむ

お子さんの情操をはぐくむためにも、事情が許す限

りペットを飼われることをお勧めいたします。

【８】半僧坊大権現
は ん そ う ぼ う だ い ご ん げ ん

大正年間に、四十二代住職亮海和尚により勧請さ

れた半僧坊大権現は、天狗様として多くの方々に親しまれています。
てんぐざま

毎年４月の第二日曜日に大祭を開催します。時節柄桜の花の下でのお祭

りとなります。

なお、大祭当日は、「厄除開運・交通安全」の護摩札を受ける善男善女
ご ま ふ だ

でにぎわいます。

【９】檀家としての資格要件について
し か く よ う け ん

青蓮寺は、一遍上人の教えを信じる人たちの集まりです。次のことが保
たも

てなくなった時には檀家としての資格条件を失います。

①時宗の教えに従えなくなった時。（他の宗教に入信した場合等）
にゆうしん

青蓮寺は時宗の、一遍上人の念仏の教えを旨とします。時宗の教えを誹
むね ひ

謗し、他の宗教を勧めるような状態になれば時宗の信徒とは認められませ
ぼう すす

ん。速やかに墓地を返却して離檀して頂くことになります。
すみ

②檀家としての責務が履行されなくなった時。
せき む り こ う

やむを得ない事情を除き５年間以上墓参がなく（せっかく墓参されても、

寺にあいさつがない場合には、墓参がないと判断してしまう場合がありえ

ますので、必ず声を掛けて下さいますように。）なおかつ寺に何の連絡も、
か れんらく

清掃料等の納付も無い状態が続いた場合。
せいそう のう ふ

③住所地を明らかにし、常に連絡が取れる状態であること。

音信不通となり５年経過した場合。（転居した場合には、必ず新住所・

電話番号等をお知らせ下さい。）

＊最重要な資格要件のみを示させて頂きます。細部は住職に尋ねて下さい。
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【１０】檀家としての心得

①墓参に際しては本堂で本尊様への参拝を行いましょう。

②寺の諸行事に積極的に参加しましょう。

③墓地の工事を行う場合には事前に住職の承認を受けて下さい。

④時宗の教義によらない方の埋骨は出来ません。

⑤寺からの『お知らせ』をよく読み、指示に従って下さい。

⑥墓地の状態をよく確かめ、維持管理を図って下さい。

⑦意見や要望がある場合には遠慮しないで住職へ申し出て下さい。

ただし匿名は慎んで下さい。よりよい寺にするために協力をして下さい。

⑧自分が生きてゆく上でなくてはならない場所であると考えて下さい。

よく申し上げることなのですが、自分が生きてゆくために必要な場所で

あると思えないなら布施をする必要はありません。檀家であること自体が

不幸なことだと思います。自分にふさわしい場所に移って下さい。

⑨生かされていることを自覚しましょう。

【１１】ご法事に際して

①５・７日忌（３５日忌）、満中陰忌（４９日忌）
まんちゆういんき

当日までに用意するものとして

お位牌を作ります。、墓誌･墓石に戒名を彫ります。

当日持参するもの お布施の他には

お膳、白木のお位牌、７本木（７本塔婆）、遺影、お位牌、お団子、墓地
ぜん し ち ほ ん ぎ い え い

用生花、お線香（寺にもあります）などです。

②年回忌 お布施･塔婆料の他には

お位牌、墓地用生花、お線香などです。遺影は不要です。

①②どちらの場合にも必ずではありませんが

本尊様用生花（一対）、お供物（二盛り）などがあります。生花料･お供

物料とされる方もあります。決まりはありませんので、おまかせ致します。

＊ご法事の申し込みは２ヶ月前から受け付けます。申し込みや確認は電話

やメールでも構いません。分からないことがあったら遠慮しないでお尋ね

下さい。
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【１２】お仏壇の飾り方

・中央に阿弥陀様の立像（舟形光背が望ましい）、阿弥陀様の左右に宗祖
りつぞう ふながたこうはい

一遍上人と二祖真教上人の掛け軸をお祀りすることもある。

・お位牌は下段にお祀りします。

・常花、たかつきについては一対(小さい仏壇の場合には無くても構いま
じようか

せん）。お膳(ご飯とお茶お水用の器）。手前中央に香炉、向かって右側に

お線香・灯明・マッチ消し等、左側に生花、おりん。

＊仏壇にはお酒は供えない。タバコをお線香代わりにあげない。が基本で

す。また、ご飯やお茶もしくはお水は、毎朝新鮮なものをお供えします。

夕方には必ず下げて下さい。

生花、お供物は少しでよいので、出来るだけこまめに替えて下さい。

お仏壇の飾り方については、開眼の時説明させて頂いています。仏壇を
かいげん

新調された場合には開眼供養をします。その時に、飾り方については説明

させて頂いています。不明な点がありましたら住職に確認して下さい。

【１３】お寺は皆さんが生きるために

いじめによる自殺を小学生までがする時代になってしまいました。実に

残念なことです。しかし、お寺は古来より『駆け込み寺』と言われるよう
か

に、困ったときには救いを求めて逃げ込む場所であります。
こま

誰にも言えない悩みを抱えてしまったら、お寺に行って仏様にお話をし
なや かか

ようね。ご先祖様がちゃんと聞いてくださるから、安心してお寺に行って

ごらん。住職も話を聞いてくれるからね。お子さんがいらっしゃる方は、

日頃からお子さんに話しておいてください。

子どもだけではありません、沢山の方が悩みや苦しみを抱えてお寺を訪

れます。遠慮することはないのです。安心して誰もがお寺に来て良いので

す。お寺は、仏教は、一遍上人の教えは、生きている人のためにあるので

すから、どうかお寺を活用してください。

青蓮寺は、誰も来ない日がないと言われるぐらいに良くみなさんお参り

に来られています。命の洗濯場です。



- 21 -

【１４】Eメールアドレスの登録を

寺のことを理解して頂くため、メールでお知らせ等の配信をします。年
はいしん

２回の『お知らせ』以外に、随時情報発信をすることが出来ます。

特に若い人や、家を離れて生活している家族のみなさんには、寺の情報

が伝わらないことが多いと考えます。そんな方にお寺についての理解や、

近親感を深めることに役立つと思います。

今や、インターネットやメールは日常の生活の一部となりつつあります

ので、大いに活用したいものです。Ｅメールアドレスをお持ちの方それぞ

れに登録して頂くことをお願い致します。(若い人に見せて下さい）

【１５】蓮の寺です 現在１３種類の蓮があります。

青蓮寺には多くの草木があり、四季折々に花を楽しむことが出来ます。
く さ き

『蓮』の字がつく桐生市内唯一の寺で、蓮や睡蓮をたくさん育てています。

蓮は７月中旬から次々に咲きだしますが見頃は早朝になります。遅くて

も午前１０時ぐらいまでで花が閉じてしまいます。
と

温帯睡蓮は６月になると咲きだします。熱帯睡蓮は蓮よりも時期が遅く

なりますが１０月中旬ぐらいまで咲き続けます。どちらも見頃は朝になり

ます。

春先になると藪 椿が咲き出します。はるのお彼岸頃には白木蓮が、４
やぶつばき

月には桜が、その後を追うようにツツジが山肌を彩ります。６月の末にな
い り ど

るとねじり花が芝生をピンクに染めます。紫陽花もあちらこちらで咲いて

います。甘茶の木や泰山木も咲いています。年間を通して花は絶えません。

お参りを兼ねて花を見て楽しんで頂きたいといつも思っています。ちょ

っと時期を変えると新たな発見があるはずです。。
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◎略歴やメッセージを書いておきましょう
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◎ 生命保険や預貯金･年金についてまとめておきましょう

種 類 保険会社･銀行名など 証券番号･口座番号など

連絡先･担当者･電話番号など 保管場所
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主な知人、友人の氏名･住所･電話番号･関係など

氏 名 〒 住 所

電話番号 関 係
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◎その他伝えたいことなどを書いておきましょう



- 26 -

雨上がりには仏足石に水がたまり、アショカピラーが水面に映えています。

平成２３年の御親教に際してこの冊子をまとめました。

宗祖一遍上人や時宗について。また青蓮寺の歴史や事業について解説し

てあります。また巻末には有れば便利な書き込み欄もあります。手元に置

いて活用されますように。

 宗 旨： 時 宗  宗 祖： 一遍上人
じ し ゅ う しゆう そ い っ ぺ ん し ょ う に ん

 本 山：神奈川県藤沢市西富町 清淨光寺（遊行寺）
か な がわけんふじさわ し し ょ う じ ょ う こ う じ ゆ ぎ ょ う じ

 寺の正式な名 称 ： 仏守山 義国院 青蓮寺
めいしよう ぶ っ し ゅ ざ ん ぎ こ く い ん し ょ う れ ん じ

 住 所：桐生市西久方町１丁目１０番１１号

 電 話：0277-２２-５２６８ FAX：0277-４４-９０８５(自動受信)

 ホームページ：http://www.shorenji.or.jp（『 青 蓮寺』で検索可）
しようれん じ けんさく

 法話専用ページ：http://www.shorenji2.com（『 青 蓮寺・法話』で）
せんよう しようれん じ

 メールによる問い合わせは info@shorenji2.com（変更しました）
へんこう

 郵便振替口座：００３８０－６－ ２３３５
ゆうびんふりかえこう ざ


